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（２）作業前の注意  

・本機の運転に際しては、使用上の注意事項を十分理解し、安全運転を徹底して下さい。  

 ・所有者以外の人は使用しないで下さい。  

 ・過労、病気、薬物の影響、その他の影響により正常な運転操作が出来ない時には作業を控えて

下さい。又、酒気を帯びた人、妊婦、若年者、未熟練者も作業をしないで下さい。  

機械の回転部に巻き込まれたりしないよう、作業衣は長袖の上着に裾を絞った長ズボン

を着用し、滑り止め(スパイク)のついた安全靴や帽子又は、ヘルメット、防護眼鏡、スネ当て

等を必ず使用して下さい。  

     安全のためのカバー類はもとより、標準に装備されている部品を外しての運転は非常に

危険です。安全のためこれらのカバー類、部品は必ず装着した状態で使用して下さい。  

・必ずタイヤセットピンが確実に取付けられているか確認して下さい。  

排気ガスによる中毒防止のため、屋内ではエンジンを始動させないで下さい。  

 ・転落防止のため、川や崖に向かっての作業はしないで下さい。  

・主クラッチが「切」位置の時、Ｖベルトが確実に停止しているか点検し、少しでも動いている

場合には速やかにエンジンを停止し、ベルト押えワイヤを調整して下さい。  

１０°を超える傾斜地での作業や、トラック搭載用ブリッジの勾配が１５°を超えると

危険です。安全作業のため、これらの勾配角度未満でご使用下さい。  

    傾斜地で主クラッチを切ったり、変速レバーを中立にすると傾斜地では本機が谷側へ滑

り落ちる危険があります。  

 ・平坦部と傾斜部との境目（路肩）を走行する場合は、路肩崩れや転落の危険性があります。十

分に安全な平坦地を走行して下さい。  

暗い時、視界が悪いときの使用は危険です。周囲の状況が十分に把握できない環境では

使用しないで下さい。  

安全作業の妨げとなるような本機の改造(夜間作業用のライトの装着、ロータリカバ—

の切断等)は絶対にしないで下さい。これらの改造に起因する事故、及び不具合に関しては一

切の責任を負いかねます。 

 

（３）燃料給油時の注意  

給油中及び作業中は火気厳禁です。又、燃料をこぼさないように注意し、もし燃料が

周囲にこぼれた場合にはきれいにふき取って下さい。燃料への引火爆発の危険があります。  

  火傷や引火の危険があります。給油はマフラの温度が十分下がってから行って下さい。  

 

（４）始動時の注意  

・エンジンの回りや排気ガス方向には、燃えやすいものを近付けないで下さい。  

・主クラッチから手を離し、変速レバーは「中立」位置にした後始動して下さい。  

 ・回りに人や動物や車両等がいない事を確認し、また周囲の安全を確認してから始動して下さい。  

                                         

（５）積み降ろし時の注意        〈13 頁…参照〉  

 ・平坦で安全な場所を選び、トラックが動き出さないようにエンジンを止め、サイドブレーキを

引いて、確実に駐車をして下さい。  

 ・丈夫なブリッジを確実に掛け、ゆるい勾配でエンジン回転を下げ、積み込みは「前進①」で、

降ろす時は「後進」位置でいずれもゆっくり行い、その他の位置には絶対入れないで下さい｡ 
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（６）作業中の注意  

・安全のため、余裕を持った運転を心掛け、急発進・急停止・急旋回はしないで下さい。  

特に固い圃場ではダッシング(ロータリ回転の反力により本機が前方もしくは後方に勢
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

い良く飛び出すこと
．．．．．．．．．

)の危険があります。らくらくアンカーは必ず装着し、浅く数回に分ける等、

安全には十分に注意をして作業を行って下さい。  

後進時は、子供や動物がいない事を確認して機械との間に挟まれたり、崖や段差のある

所からの転落等がない様足場に注意して下さい。  

排気マフラは高温となります。火傷をしないよう手等を近付けないで下さい。  

 ・ベルトスリップによる異常な音・匂い・発熱は火災の原因です。その様な時は、すぐにエンジ

ンを停止して点検・修理して下さい。  

回転部分は危険です。特にロータリカバー内は危険ですので、身体を近付けないで下さ

い。回転部分に絡みついた草、紐等を取り除く場合には必ずエンジンを停止した後に行って下

さい。  

冷却風の吸込口、シリンダ付近の草詰まりはエンジンの焼付きや火災の原因です。  

  外側のみならず、内側もこまめに清掃して下さい。又、エアクリーナ内部の清掃も同時に行っ

て下さい。変速する場合には必ず主クラッチレバーは一旦「切」位置にした後に行って下さい。

作業をしながらの変速操作は故障、ダッシング等の原因となり非常に危険です。  

石やその他の異物は事前に取除き、除去不能な障害物などがある場合には、注意標識又

は作業禁止範囲を示す安全柵などを設けた後で作業を始めてください。  

旋回時変速レバーは「移動」位置にして下さい。ロータリが回転したまま旋回すると回

転する耕うん爪に巻き込まれ、大ケガする恐れがあります。  

エンジン回転中及び停止直後排気マフラは高温になります。この時にマフラに手をかけ

ると火傷を負う危険がありますので、絶対に手等を近付けないで下さい。  

     作業範囲内（半径１０ｍ以内）に人 (特に子供 )やペットが入り込まないよう､作業中で

ある旨の立て札やガードロープを張るなどし､半径１０ｍ以内に近づけないでください。人やペッ

トが近づいた時には直ちに作業を中断し、エンジンを停止してください。  

 

 

 

（７）作業終了後の注意  

 ・本機より離れる時は、必ずエンジンを止めて下さい。  

 

（８）点検・整備時の注意  

品質及び性能維持のためには定期点検が不可欠です。始業・月次点検は所有者ご自身で、

年次点検は販売店(有料)へご依頼下さい。定期点検を怠ったことによる事故・故障については

責任を負いかねますのでご注意下さい。  

ベルトやロータリ部の安全カバー、及び飛散防止用のカバー、フラッパ類の破損は危険

です。作業中に異常を感じた箇所はそのままにせず、必ず作業を中断して点検、また作業終了後に

再度点検し、必要な修理をしておいて下さい。  

・取り外した回転部のカバー類は、必ず元の位置に正しく取付けて下さい。  

・爪取付ボルトボルトは安全の為、爪交換の際には一緒に新品と交換して下さい。  

       燃料パイプは古くなると、燃料漏れの原因となり危険です。３年毎、又傷んだ時には締

め付けバンドとともに新品と交換して下さい。  
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点検・整備又はシートをかける場合には火傷や火災を防ぐため、エンジンの停止後マフ

ラやエンジン本体の冷却状態を十分確認した上(エンジン停止後１０分以上)で行って下さい。 

・ナイフブレーキ、走行(駐車)ブレーキのあるものについては安全の為使用時間が１００時間に

到達しない時点でブレーキシュー又はその全体を交換して下さい。  

 

《各部の名称》  

主クラッチレバー  

                          変速レバー  

 

                                 燃料給油口  

 

                                   燃料計  

エンジンスイッチ  

 

 

ジャッキボルト  

 

 

                                    マフラ  

 

 

 

                              バランスウェイト  

 

 

                デフロックレバー  

                                 

 

           スロットルレバー  

 

                             

 

 

                               耕深調節棒  

 

   培土板取付ヒッチ  

 

 

 

 

                              回動ロータリカバー  

 

        正逆耕うん爪  

                            らくらくアンカー  
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